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市
シ
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通
信

シ
ル
バ
ー
秩
父 

平
成
２９
年
７
月
２０
日
号 

 

定
時
総
会
開
催
さ
れ
る 

 

去
る
６
月
26
日
（
月
）
平
成
２９
年

度
定
時
総
会
が
地
場
産
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は

一
二
六
名
の
会
員
の
出
席
の
も
と

（
委
任
状
及
び
議
決
権
行
使
書
提
出

に
よ
る
者
を
含
め
た
会
員
数
は
五
三

三
名
）、
来
賓
代
表
と
し
て
松
澤
一
雄

市
議
会
議
長
、
堀
口
剛
秩
父
公
共
職

業
安
定
所
所
長
の
お
二
人
か
ら
ご
挨

拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

議
事
に
つ
い
て
は
報
告
事
項
５
件

の
ほ
か
、
提
案
議
案
一
件
は
、
満
場

一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
で
の
挨
拶 

 
 
 
 

 
 

久
喜
邦
康
理
事
長 

          

公
益
社
団
法
人
秩
父
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
理
事
長
、
秩
父
市
長

の
久
喜
邦
康
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
動

は
、
高
齢
者
の
豊
富
な
社
会
経
験
と

優
れ
た
能
力
を
生
か
し
、
セ
ン
タ
ー

活
動
を
通
じ
て
新
た
な
生
き
が
い
の

発
見
と
活
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り

に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
ま
す
。 

昨
年
度
は
、
平
成
２９
年
度
か
ら
３３

年
度
に
か
け
て
の
中
期
基
本
計
画
を

策
定
い
た
し
ま
し
た
。
目
標
に
は
会

員
数
を
５
か
年
で
５
％
増
や
す
こ
と
、

ま
た
、
就
業
率
、
就
業
延
べ
人
員
、

契
約
金
額
に
お
い
て
は
、
新
規
受
注

を
含
め
、
取
引
先
の
拡
充
を
図
る
こ

と
等
を
盛
り
込
み
、
派
遣
事
業
を
含

め
た
事
業
の
拡
充
を
図
る
こ
と
を
掲

げ
て
お
り
ま
す
。
中
期
基
本
計
画
に

基
づ
き
事
業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

通
信
５
月
号
で
も
紹
介
し
ま
し
た

が
、
昨
年
、
秩
父
市
と
の
連
携
に
よ

り
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
メ
ニ
ュ
ー

に
墓
地
の
清
掃
、
空
き
家
見
回
り
サ

ー
ビ
ス
が
加
わ
り
ま
し
た
。
県
内
の

自
治
体
で
は
空
き
家
見
回
り
サ
ー
ビ

ス
の
特
典
は
初
と
の
こ
と
で
す
。
ま

た
、
昨
年
の
９
月
２
日
に
は
空
き
家

の
適
正
管
理
に
つ
い
て
市
と
協
定
を

結
ん
で
お
り
ま
す
。
秩
父
市
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
期
待
の
高
さ

が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。 

今
年
度
も
、
請
負
を
中
心
と
し
た

就
業
機
会
の
拡
大
に
加
え
、
補
助
金

の
獲
得
、
適
正
就
業
の
推
進
の
た
め

に
も
、
派
遣
事
業
の
拡
充
に
力
を
い

れ
て
い
き
ま
す
。 

ま
た
、
地
域
社
会
に
お
い
て
健
康

で
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
生
活
を
送
る
と
い

っ
た
セ
ン
タ
ー
の
趣
旨
も
あ
り
、
秩

父
市
の
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想
の
中
に
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
も
組
み
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
で
の
活
動

は
、
将
来
へ
の
人
的
支
援
や
医
療
費

の
削
減
に
つ
な
が
り
、
そ
れ
が
地
域

貢
献
と
い
う
成
果
と
な
り
ま
す
。
公

益
社
会
法
人
と
し
て
社
会
的
信
用
度

は
高
い
た
め
、
セ
ン
タ
ー
事
業
を
今

後
と
も
拡
充
し
て
い
き
ま
す
。 

ま
た
、
昨
年
度
も
引
き
続
き
地
域

の
社
会
福
祉
活
動
の
た
め
３
万
６
３

３
円
を
市
へ
寄
付
し
ま
し
た
。
シ
ル

バ
ー
ま
つ
り
で
の
バ
ザ
ー
売
上
か
ら

捻
出
し
た
も
の
で
、
会
員
の
皆
様
の

温
か
い
心
を
感
じ
、
改
め
て
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。 

理
事
長
と
し
て
、
会
員
の
皆
様
方

一
人
ひ
と
り
が
よ
り
充
実
し
た
活
力

あ
る
生
活
が
送
れ
ま
す
よ
う
、
ま
た
、

こ
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
い

う
、
し
っ
か
り
と
し
た
組
織
が
秩
父

市
の
活
力
の
原
動
力
の
一
翼
を
担
え

る
よ
う
、
努
力
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。 

終
わ
り
に
当
た
り
本
事
業
に
関
連

さ
れ
る
各
方
面
の
方
々
に
、
絶
大
な

ご
協
力
を
お
願
い
し
、
今
後
と
も
深

い
ご
理
解
と
一
層
の
ご
支
援
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
会
員
皆

様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し

上
げ
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

  

総
会
後
、
次
の
方
た
ち
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
敬
称
略
） 

 

会
員
２０
年 

神
田
直
子 

引
間
た
け
子 

堅
木
和
江 

岸
定
義 

会
員
10
年 

富
田
博
武 

深
田
秋
男 

瀬
川
好
男 

 

石
黒
偲 

斉
藤
友
康 

新
井
エ
ツ
子 

小
澤
惣
一 

引
間
都
千
代 

坂
本
敦
住 

石
井
福
夫 

若
林
義
三 

山
中
カ
ツ
ミ 

井
上
和
夫 

高
野
和
之 

新
清
治 

田
村
好
雄 

井
上
き
よ 

新
井
節
子 

新
井
光
子 

平
野
義
次 

山
口
さ
ち
子 

木
村
美
津
子 

吉
田
和
か 

矢
須
芳
江 

深
田
清 

中
原
秀
博 

栗
原
一
雄 

 

若
林
睦
子 

新
井
静
子 

打
木
保
子 

山
岸
嘉
文 

新
井
ヨ
シ
子 

加
藤
常
次 

赤
岩
加
津
子 

河
内
恒
夫 

伊
藤
宣
孝 

新
会
員
紹
介 

  

次
の
方
た
ち
が
新
し
く
仲
間
に
な
り
ま

し
た
。（
敬
称
略
） 

五
月 

加
藤
弘
子 

淺
見
正 

加
藤
芳
枝 

 

齋
藤
正
雄 

大
澤
幹
雄 

渡
部
茂
記 

大
濱
昭 

山
中
好
子 

 

六
月 

新
井
正
一
郎 

富
田
章 

岩
田
泰
江 

船
崎
秀
彦 

小
林
春
美 

浅
見
孝
子 

山
中
幸
枝 

坂
本
敬
男 

黒
沢
勝
明 



シ
ル
バ
ー
ま
つ
り 

 
去
る
６
月
２８
日
に
シ
ル
バ
ー
ま
つ

り
第
１
回
実
行
委
員
会
が
開
か
れ
、

今
年
も
例
年
通
り
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
９
月
１０
日
（
日
）
午

前
９
時
か
ら
開
会
式
を
行
い
、
バ
ザ

ー
は
９
時
３０
分
開
始
予
定
で
す
。 

 

今
年
も
出
店
、
余
興
等
に
ぎ
や
か

に
行
い
ま
す
。
出
店
希
望
者
、
余
興

参
加
希
望
者
は
、
調
査
表
（
事
務
所

に
あ
り
ま
す
。）
を
添
え
て
事
務
所
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

バ
ザ
ー
用
品
の
提
供
を 

 

シ
ル
バ
ー
ま
つ
り
で
実
施
す
る
バ

ザ
ー
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

８
月
２１
日
（
月
）
か
ら
９
月
７
日
（
木
）

の
期
間
に
各
事
務
所
ま
で
お
持
ち
く

だ
さ
い
。 

職
員
の
異
動 

 

６
月
１
日
付
け
退
職
者
の
補
充
の

た
め
、
有
期
契
約
職
員
の
人
事
異
動

を
行
い
ま
し
た
。 

（
退
職
）
浅
海
美
奈
子 

（
採
用
）
関
根
千
恵
子
（
写
真
） 

 
 
 
 

吉
田
事
務
所 

パ
ー
ト 

       

策
定
ポ
イ
ン
ト
を
簡
潔
に
説
明
し
ま
す 

中
期
基
本
計
画
の
目
標 

① 

今
回
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
３
月
に
策

定
し
た
同
計
画
の
取
り
組
む
具
体
的

目
標
に
つ
い
て
テ
ー
マ
別
に
説
明
し

ま
す
。 

テ
ー
マ
：
会
員
数
の
増
強
に
つ
い
て 

 

秩
父
市
に
お
い
て
も
人
口
将
来
推

計
で
は
総
人
口
が
減
少
傾
向
に
あ
る
。

秩
父
市
高
齢
者
福
祉
計
画
に
よ
れ
ば
、

平
成
２６
年
の
高
齢
化
率
は
２９
・
７
％

で
あ
り
、
１０
年
後
は
３３
・
２
％
ま
で

上
昇
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
一

方
、
労
働
力
と
し
て
の
シ
ル
バ
ー
へ

の
期
待
が
更
に
高
ま
っ
て
い
る
。
こ

れ
に
応
え
る
た
め
会
員
数
を
５
か
年

で
５
％
増
を
目
標
と
す
る
。 

会
員
増
の
た
め
の
施
策 

・
新
規
会
員
の
確
保 

イ
ベ
ン
ト
参

加
を
通
じ
て
セ
ン
タ
ー
へ
の
入
会
を

促
進
す
る
。
チ
ラ
シ
・
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
の
作
成
、
市
報
を
活
用
し
セ
ン
タ

ー
を
Ｐ
Ｒ
す
る
。 

・
女
性
会
員
の
確
保 

介
護
予
防
・

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
に
関
す
る

就
業
の
受
注
に
よ
り
、
特
に
女
性
向

け
の
職
種
拡
大
を
図
る
。 

・
退
会
の
抑
制 

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

就
業
や
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
徹

底
に
よ
り
、
未
就
業
会
員
の
対
策
を

強
化
す
る
。
独
自
事
業
（
小
物
等
）

業
務
を
希
望
す
る
会
員
の
活
動
を
後

押
し
し
て
退
会
を
抑
制
す
る
。 

親
睦
会 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
結
果 

 
 
 

 

平
成
２９
年
７
月
５
日
（
水
） 

 
 
 
 

於 

荒
川
総
合
運
動
公
園 

優
勝 

大
越
喜
平 

準
優
勝 

新
井
静
子 

３
位 

浜
義
一 

 

４
位 

山
口
さ
ち
子 

５
位 

堅
木
和
江 

６
位 

上
林
靖
男 

７
位 

清
水
ア
イ
子 

８
位 

加
藤
忠
男 

９
位 

上
林
圭
子 

１０
位 

磯
田
千
恵
子 

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞 

１９
名 

参
加
者 

３８
名 

会
員
だ
よ
り 

秩
父
地
方
の
城
跡
を
巡
って
四

 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

上
林
靖
男 

 

秩
父
地
方
の
城
跡
巡
り
、
四
回
目

は
秩
父
市
荒
川
日
野
の
熊
倉
（
日
野
）

城
址
を
紹
介
し
た
い
。 

 

熊
倉
城
址
は
埼
玉
県
選
定
重
要
遺

跡
で
あ
る
。
城
址
に
は
日
野
と
白
久

の
両
方
か
ら
行
け
る
が
、
今
回
は
白

久
駅
か
ら
谷
津
川
館
の
脇
を
通
り
、

熊
倉
山
途
中
の
城
山
（
標
高
六
四
八

ｍ
）
へ
登
る
熊
倉
林
道
を
進
む
。
暫

く
林
道
を
行
く
と
車
１０
台
程
駐
車
可

能
な
場
所
に
出
る
。
熊
倉
山
へ
の
登

山
口
に
な
る
城
山
だ
。
登
山
口
の
反

対
側
に
熊
倉
城
址
入
口
と
書
か
れ
た

白
い
道
標
が
あ
る
。
整
備
さ
れ
た
階

段
が
続
き
、
と
て
も
歩
き
易
い
。
な

だ
ら
か
な
山
道
を
約
１５
分
程
歩
く
と

平
坦
な
場
所
に
出
る
。
城
跡
中
央
の

説
明
版
に
よ
る
と
、
こ
こ
に
本
丸
、

二
の
丸
、
三
の
丸
、
空
堀
、
土
塁
等

の
跡
が
残
る
山
城
で
、
広
さ
一
万
一

千
㎡
。
城
址
の
外
周
は
急
斜
面
で
、

前
を
荒
川
、
左
右
を
谷
津
川
、
安
谷

川
、
後
ろ
は
熊
倉
山
と
難
攻
不
落
の

天
然
の
要
害
で
あ
る
。 

 

さ
て
、
熊
倉
城
に
い
た
長
尾
景
春

は
、
関
東
管
領
山
内
上
杉
の
家
老
長

尾
昌
賢
の
子
だ
。
景
春
は
家
督
相
続

に
不
満
を
持
ち
、
主
家
山
内
家
に
反

旗
を
翻
し
た
が
、
そ
れ
以
前
（
一
四

七
五
年
）
に
主
家
の
家
臣
と
し
て
鉢

形
城
を
築
城
し
て
い
る
。
鉢
形
城
を

追
わ
れ
た
長
尾
景
春
は
北
関
東
を

転
々
と
し
、
最
後
に
熊
倉
城
に
籠
城
。

文
明
１２
年
（
一
四
八
〇
年
）、
太
田
道

灌
に
攻
め
ら
れ
落
城
。
熊
倉
城
に
は

井
戸
が
な
く
、
谷
津
川
上
流
よ
り
引

水
し
て
い
た
が
、
城
攻
め
の
折
、
発

見
さ
れ
落
城
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

 

日
野
・
白
久
に
は
こ
の
戦
い
に
よ

り
起
こ
っ
た
地
名
と
し
て
、
馬
立
、

松
葉
、
矢
崎
、
小
幡
陣
、
矢
の
沢
、

飯
米
場
、
大
旗
等
が
あ
る
と
い
う
。

ま
た
、
同
地
区
に
は
民
話
「
鳩
の
湯
」

も
残
っ
て
い
る
。 

 

さ
て
、
熊
倉
城
を
脱
出
し
た
長
尾

景
春
は
、
そ
の
後
、
群
馬
県
渋
川
市
・

白
井
城
で
晩
年
を
過
ご
し
、
一
五
一

四
年
、
７２
歳
で
波
乱
万
丈
の
生
涯
を

閉
じ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

会
員
だ
よ
り
の
原
稿
を
募
集
し
ま
す
。
テ
ー

マ
は
自
由
。
気
楽
な
気
持
ち
で
あ
な
た
の
思

い
を
書
い
て
み
ま
せ
ん
か
。 


